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（通巻第１５２０号）http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

情報教育 第103号指導資料
－小，中，高，盲・聾・養護学校対象－

平成18年５月発行鹿児島県総合教育センター

ＩＣＴを活用した分かる授業の展開を目指して

－ 教員の取組の現状と授業での活用の在り方 －

文部科学省は，平成17年度までに，おおむ

ねすべての公立学校の教員がコンピュータ等

を用いて教科指導等ができるようにすること

を目標にして，学校の情報化の推進に努めて

きた。

また，本県においても，この目標に基づき

情報化推進の様々な施策を行ってきた。

しかし，平成17年度末段階では，全国的に

その目標の達成は困難な状況である。

このような状況の中，国は，平成17年度末

に，各都道府県で「ＩＣＴ 利活用促進キャ注 １

ンペーン」を実施し，平成18年度以降も教員

のＩＣＴ指導力の向上や各教科等でのＩＣＴ

活用の促進を図ることとしている。

そこで，本稿では全国と本県の教員の取組

の現状を整理するとともに，授業での活用の

在り方について具体的に述べる。

１ 実態調査による教員の取組の現状

文部科学省は毎年，「学校における教育

の情報化の実態等に関する調査」を行って

いる。

現在，平成17年度末の調査をまとめてい

るが，本稿では，平成17年９月30日現在の

中間調査の結果を基に考察する。

(1) コンピュータを操作できる教員

図１に示すように，本県の小・中・高

等学校及び盲・聾・養護学校で操作でき

る教員の割合は，95.7％（対全国平均

－0.2ポイント）であった。

図１ コンピュータを操作できる教員の割合の推移

(2) コンピュータ等を使って教科指導等が

できる教員

図２に示すように，本県で指導できる

教員の割合は，72.9％(対全国平均－1.1

ポイント）であった。

図２ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等を使って教科指導等ができる教員の割合の推移
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注１ ICT ： Information and Communication Technology ITと同義で国際的に多く用いられている
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以上の結果から，本県では，校種により

その差があるものの全国平均とほぼ同じ状

況であることが分かる。

なお，この調査での，「コンピュータ等

を使って教科指導等ができる教員」の定義

は次のとおりである。

○ 教育用ソフトウェア，インターネッ

ト等を使用してコンピュータを活用し

たり，大型教材提示装置（プロジェク

タ等）によってコンピュータ画面上の

ネットワーク提供型コンテンツや電子

教材などを提示しながら授業等ができ

る。

＜参照＞

学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/12/05120502.htm

２ ＣＴ活用の教育的効果Ｉ

ＩＣＴには，児童生徒の学習内容の理解

と考察を深める上で，従来型の授業では取

り上げることが難しかった内容の定着や思

考力，判断力，表現力の育成につながる以

下のような教育的効果が期待できる。

(1) 分かりにくい抽象的な概念や思考過

程を視覚的に示すことで児童生徒のつ

まずきを克服する。

(2) 一人一人の理解度に応じたきめ細や

かなプログラムにより基礎・基本の確

実な定着を実現する。

(3) データ収集・分析の効率化や他との

情報共有に大きな力を発揮し，結果に

基づいて児童生徒が考察する授業を実

現する。

(4) 相手や目的に応じた多様な表現手段

は，論理的な思考力や実践的な表現力

を高めることにつながる。

(5) 学級や学校の枠を越えた共有・交流

を通じて他と学び合いながら，多様な

ものの考え方を知り自らの考察を深め

る。

出典：『財団法人日本教育工学振興会「ＩＴ教育環境

整備ハンドブック」』(平成17年10月)

このようなことから，ＩＣＴは補充的な

学習及び発展的な学習を行う上での有効な

ツールであり，児童生徒一人一人の個性や

能力に応じた教育の充実に役立つものであ

る。

また，文部科学省では，すべての教科で

活用するために，平成14年６月に「情報教

育の実践と学校の情報化～新『情報教育に

関する手引』」を公表している。

この「手引」は，情報活用能力を育成す

るための基本的な考え方を示すとともに，

児童生徒の学習活動という視点から見た情

報活用能力の考え方も具体的に示している。

各学校においては，今後ともすべての教

員が「コンピュータ等を使って教科指導等

ができる」ようになるために積極的な取組

をお願いしたい。

＜参照＞

情報教育の実践と学校の情報化
－新「情報教育に関する手引」－

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/020706.htm

３ ＣＴを活用した教科指導例Ｉ

２で述べた「手引」には，各教科で情報

機器を活用する際の効果が述べられている。

ここでは，その中から算数・数学に関す

る内容を掲載する。
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小・中・高等学校を通じて，情報活用

能力は，算数的活動や数学的活動の中で

高められていくと考えられる。この際，

電卓やコンピュータを思考を深めるため

の手段として適切に活用し，数学的に表

現・処理したり，物ごとを判断したりす

る能力を養うことが大切である。

この考えに基づいた，普通教室での，コ

ンピュータとプロジェクタを活用した小学

校算数科「第４学年 小数」の実践事例に

ついて紹介する。

実践事例（第４学年 小数）

(1) ＣＴ活用のねらいＩ

様々な問題への課題意識や関心をもたせ，解決への意欲を高めるために，次の効果を想定し，

自作のプレゼンテーションソフトで問題場面や解決するための考え方を学習活動の流れに沿っ

て提示し，実践した。

・ プロジェクタで教材をスクリーンに映し，スライドで示すことで，児童の反応を確か

めながら学習の展開ができる。

・ 黒板上では，操作しにくい教示を，アニメーション機能を用いることにより操作して

いるような感覚で確かめられることから，児童の理解を深めることができる。

(2) 指導の実際（コンピュータとプロジェクタを活用した実践）
ア 単元名 小数

イ 本時の目標 小数の仕組みや大小関係を理解する。

ウ 本時の流れ

主な学習活動 時間 自作教材の意図過程

つ １ 「数直線」を知る。 10 ・ 数直線を示した後，確かめたい小数をすべ

か ２ 数直線上の小数を読む。 てではなく，一つずつ示す。

む ３ ０と0.1の大小を比べる。 ・ ０と0. 1を数直線上でどこに表せるかを考

えさせた後，それぞれを量としてとらえられ

るよう，長さのアニメーションで示す。

調 ４ めあてを確かめる。 25 ・ 整数も小数も十進位取り記数法による仕組

べ 0.1が10こ分で，いくつ みになっていることを視覚的にとらえさせる

る になるのだろう。 ために10,１,O . 1をブロックのイメージで表

すアニメーションを示す。

・ 大小をとらえやすくするために，それぞれ

５ 全体で話し合いながら，小 の小数を数直線上に表し，それぞれを量とし

数の仕組みを確かめる。 てとらえられるよう，長さのアニメーション

で示す。
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６ 小数の大小関係を考える。 さらに，ブロック図と位取り表をアニメー

ションで示すことで，小数も整数と同様に大

７ 全体で話し合いながら，比 きい位で比べればよいことをとらえやすくす

ま べ方や答えを確かめる。 る。

と

め ８ 本時の学習で分かったこと

る をまとめる。

確 ９ 練習問題をする。 10

か 本時の学習をふり返る。１０

め

る

(3) 指導後の感想

問題をスライドで示したり，アニメーションを用いたりしたことで子どもの興味・関心を

高め，学習意欲を持続させることができた。また，アニメーション機能を用いた説明は，学

(前いちき串木野市立市来小学校 上拂博文教諭の実践から)習内容の理解を深める上で効果があると感じた。

４ 情報教育に関するＷebサイトの活用

インターネット上には，ＩＣＴを活用し

た実践事例やＱ＆Ａなど，様々な教育情報

が提供されている。

また，当教育センター情報教育研修課に

おいても，これまでに，指導資料等でＩＣ

Ｔを活用した教科指導を充実させるために

様々な情報を提供してきた。

情報教育では，教師が教材等を作成し，

授業を行うことも大切であるが，これから

は数多くの情報の中から教材等を収集し，

それらを活用することも重要となる。そこ

で，ＩＣＴを活用した教科指導及び指導資

料についてＷebサイトの一部を紹介する。

① 文部科学省（情報化の対応）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/

zyouhou/main18_a2.htm

② “ＩＴ授業”実践ナビ

http://www.nicer.go.jp/itnavi/

③ 教育情報ナショナルセンター

http://www.nicer.go.jp/

④ “情報モラル”授業ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

http://sweb.nctd.go.jp/support/

index.html

⑤ 教育用コンテンツ（文部科学省）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/

zyouhou/020705.htm

⑥ 指導資料

情報教育第95号（通巻1468号）

｢ＩＴを活用した確かな学力の育成｣

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/

edu-info/shido/h16/s01468.pdf

ＩＣＴを活用した分かる授業を展開し，児

童生徒に確かな学力を身に付けさせるために，

国の教育情報化推進の新たな動きを把握しつ

つ，各学校において，今後も様々な取組を実

践されることを期待したい。

【参考文献】

・文部科学省「情報教育の実践と学校の実践化～

新『情報教育に関する手引』～｣(平成14年６月）

・財団法人日本教育工学振興会「ＩＴ教育環境整備

ハンドブック」(平成17年10月)

（情報教育研修課）


